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造幣局職員採用の募集要項 

 

 

１．職 務 内 容  

明治前後から近時に至る日本近現代史及び貨幣に関する史学等、造幣局に関係する史

学の専門的知識を踏まえた、以下の広報・博物館業務を行う 

（１）造幣博物館特別展の展示内容の企画立案等 

    造幣局の歩み、造幣局の仕事、古今東西の貨幣の歴史を紹介する造幣博物館では、

毎年度４回程度特別展を開催することとしており、その展示テーマ、展示内容（レイ

アウト、解説文）について、他の博物館等への情報収集及び資料貸出申請を含めて企

画立案を行うとともに、特別展の解説リーフレットを作成する。 

（２）造幣博物館における展示品解説 

    造幣博物館見学者に特別展の展示品のみならず常設の展示品の解説を行う。 

（３）造幣博物館所蔵品の調査研究、整理及び保存 

    造幣博物館が所蔵する古今東西の貨幣、金属工芸品、文献図書類について、古文書

解読を含めて調査研究を行うとともに、所要の体系に整理し、保存方法等を見直しす

る。 

（４）造幣博物館等における講演、古文書解読講座及び拓本体験等の実演 

    造幣博物館の他、市民講座などの場において、造幣局及び貨幣等の歴史等をテーマ

にした講演並びに造幣局所蔵の古文書の解読講座を行うとともに、拓本体験や鋳造

体験等の実演を行う。 

（５）造幣局職員向け広報誌等への寄稿 

    造幣局所蔵品の調査研究の成果等について、造幣局職員向け広報誌等へ寄稿する。 

 （６）その他 

    上記の他造幣局職員として必要な業務を行う。 

 

２．求める人材  

（１）日本史学のうち、次の専門的知識を有する方 

  ・ 造幣局が創業した明治の前後から、近時に至る日本近現代史 

・ 歴史上の各時代における貨幣の機能、通貨制度及び政治経済等、貨幣に関連する

歴史的事象 

（２）高度な専門的知識・経験を有する職員を採用するため、専門性につき能力と経験を

有する方、その中でも特に上記職務内容の分野における知識や経験を有する方 

（３）上記職務内容に関する業務に強い関心と国民への奉仕者として働く熱意を有する

方 

 

３．勤 務 地  

造幣局本局（大阪府大阪市北区天満１－１－７９） 

※ 業務の都合により転勤を命じられる場合がある 

 

４．採用予定人数   

１名（係員級） 

 

５．採用予定日  

令和４年１月１日 
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６．勤務時間等  

 （１）勤務時間 

   ９時００分～１７時３０分（休憩時間１２時００分～１２時４５分） 

   ※ 業務の都合により超過勤務を命じられる場合がある。 

 

 （２）休日 

   土曜日、日曜日、国民の祝日及び年末年始（１２月２９日～１月３日） 

   ※ 造幣博物館は、原則通年開館しているため（ただし、年末年始（１２月２９日〜

１月３日）及び展示品の入替日等は休館）、業務の都合により休日の振替又は休

日勤務を命じられる場合がある。 

 

 （３）休暇 

   年次有給休暇、夏季休暇その他の特別休暇（有給又は無給） 

 

７．応募資格等  

学校教育法による大学（短期大学を除く。）又は省庁大学校において、学士以上の学位

を取得し卒業した者のうち、日本近現代史等の専門的知識を有し、*1)広報・博物館関係

及び*2)古文書関係に関する業務について、*3)必要な事務遂行能力を有する者 

 *1) 広報・博物館関係：博物館（類似する施設を含む）に関する業務をいう。 

*2) 古文書関係：博物館（類似する施設を含む）における古文書の解読を含めた調査研

究及び古文書講座等における講演に関する業務をいう。 

*3) 必要な事務遂行能力：Microsoft Office Word 及び Excel を業務において使用する

ことができることをいう。 

 

次のいずれかに該当する者は応募することができません。また、採用後は国家公務員の

身分を有しますので、営利企業の役員等又は報酬を得る事業を兼業することはできませ

ん。 

（１）日本国籍を有しない者 

（２）国家公務員法（昭和２２年法律第１２０号）第３８条の規定により国家公務員

となることができない者 

（イ）禁錮以上の刑に処せられ、その 執行を終わるまで又は執行を受けることが

なくなるまでの者 

（ロ）懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

（ハ）日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政

党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

（３）平成１１年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗

弱を原因とするもの以外） 

 

８．応募方法等  

令和３年１０月１５日（金）（１７時までに必着）までに、以下の書類を送付して下さ

い。 

（１）履歴書（様式は任意。本ホームページから様式 Word版 PDF版 をダウンロード

して、使用していただいても構いません。） ：志望動機欄において、希望する業務

内容、ご自身の職種及び経験年数も明記すること。 

（２）最終学歴に係る卒業証明書 
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（３）業務内容に関係する資格（学芸員資格等）をお持ちの方は、資格を証明できるもの 

（４）作文（様式は任意）：（１）「これまでの修学内容及び職務経験における取組と成果」

及び（２）「自身の能力及び資質を活かして採用後取り組みたいこと」のテーマにつ

き、（１）については４００字程度で、（２）については８００字程度で述べて下さい。

文中にて、ご自身の有する能力・実務経験等を織り込むとともに具体的な記載をお願

いします。 

 

９．応 募 期 間  

  令和３年９月２８日（火）～令和３年１０月１５日（金）（１７時までに必着） 

 

１０．選考方法等   

第一次選考（書類選考（経歴評定）及び作文試験）の上、第二次選考（面接(人柄、性向

等についての人物試験）を行います。第二次選考日は、令和３年１０月下旬頃を予定して

います（都合により変更する場合があります。）。 

第一次選考通過者には、第二次選考の日時を電話連絡いたします。 

 

１１．給 与 等  

  俸給１８０，０００円程度 （大学卒の場合） 

※ その他手当として、地域手当、扶養手当、住居手当、通勤手当、超過勤務手当、期

末・勤勉手当、単身赴任手当等がある。 

※ 採用者の学歴、経験年数及び他の職員の給与との均衡を勘案し決定する。 

 

１２．書類郵送先・問い合せ先  

  〒５３０－００４３ 

  大阪府大阪市北区天満１－１－７９ 

  独立行政法人造幣局 人事課 

  担当：熊谷、北野（０６－６３５１－５１５８（直通）） 

  メール：jinji-saiyo＠mint.go.jp 


